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 3. 総統選挙後の混乱に対する世論 
総統選挙後の混乱に関して世論を正確に知ることは難しいが、野党寄りのテレ





















１ 馬英九 76 68 - 8 
２ 王金平 60 54 - 6 
３ 游錫堃 47 46 - 1 
４ 謝長廷 50 45 - 5 
５ 呂秀蓮 44 42 - 2 
６ 陳水扁 37 41 + 4 
７ 李登輝 28 31 + 3 
８ 連 戦 48 26 - 22 































与党候補 33 37 
野党候補 36 37 
棄権 10 8 



















表5 総統選挙 投票終了前後からの主な動き 
3月19日 台南市にて、陳水扁総統・呂秀蓮副総統に対する銃撃事件が発生  





  21日 総統府前(ケタガラン大通り 1)にて、野党が抗議集会を開始。 
  23日 陳水扁総統、五院 2院長と会談、再集計に原則同意。 
  24日 高等裁判所、野党による総統選挙無効の訴えを却下。 
(提訴は、中央選挙委員会による選挙結果公告後のみ可能として) 
  26日 中央選挙委員会、現職の陳水扁総統・呂秀蓮副総統の当選を公告。 
       (その際、野党支持者による公告に対する妨害事件が発生) 
     当選公告を受け、米ホワイトハウスが祝賀声明を発表。 
     中国国務院台湾事務弁公室「台湾が混乱(失控)すれば、座視しない」と声
明の声明を発表。 




  28日 野党、陳水扁総統の当選無効を再提訴 3。 
  29日 邱義仁・総統府秘書長が国民党、親民党秘書長と会見。 
  30日 検察が招聘した米国の法医学者シリル・ウェクト氏ら、陳水扁総統の腹部
の傷について、銃撃によるものだとする鑑定を発表。 
4月4日 総統府前の抗議集会参加者を排除。 
  5 日 余政憲・内政部長および張四良・行政院警政署長（警察庁長官に相当）の
辞表を陳水扁総統と游錫堃・行政院長（首相）が受理。 
  ７日 野党、高等裁判所に総統選挙の無効を再提訴 4。 
  8日 米国務省、シャヒーン米在台協会理事長(事実上の駐台大使)の辞表を受理。
(祝電を同理事長の独断で打ったとして、事実上解任) 
  10日 総統府前の抗議活動で、暴力団関係者が介入、火炎瓶を使用。 
  11日 米国の刑事鑑識専門家 李昌鈺(華僑)が、自作自演を否定する鑑定を発表。
ただし、現場の保全が不十分なため、狙撃の位置は確定できず。 
5月10日 裁判所による総統選挙投票用紙の数え直しを開始。 
(注) 1) ケタガラン大通り：総統府と国民党本部を結ぶ大通り。 
2) 五院：三権分立の三権にあたる行政・立法・司法の他、監察、考試の五院がある。そ
のうち、立法院の王金平院長は野党国民党に所属している。 
3) 野党の提訴：現在、形式上、当選無効つまり再集計を求める提訴(3/28)と、選挙自体の
無効つまり不公正であったとの提訴(4/7)の2件が審理中。 
(出所) 新聞各紙を参照.。 
 
